


うに、メタンを多量に含んだガスが地上に噴

き出すことになるのです。 
 

災害を起こさないために！ 
では、メタンなどの可燃性天然ガスによる

災害リスクの高い温泉では、どのような措置

が必要となるのでしょうか。 
東京都渋谷区での事故を教訓として、平成

20 年 10 月に改正温泉法が施行されました。
この法改正により、温泉事業者に対する必要

な災害防止のための措置が定められました。 
まず、温泉を汲み上げている全ての事業者

に対して、可燃性天然ガスの分析を行うこと

が義務づけられました。分析の結果、可燃性

天然ガスの濃度が高いことが明らかになっ

た場合は、温泉水とガスの分離装置（ガスセ

パレータ）を設置したり、源泉タンクに適切

な排気口をつけたり、温泉の汲み上げ施設に

容易に立ち入ることができないように壁を

設けるなど、しっかりとしたハード対策を講

じることが定められました。また、日常的な

点検を強化したり、安全担当者を選任したり

するなど、ソフト面での管理もあわせて必要

になりました。屋内にメタンが充満してしま

うような構造になっている場合は、換気設備

の設置や、電気設備の防爆化、警報装置の設

置などが規定されています。また、温泉を汲

み上げる事業者とは別に、新たに温泉掘削す

る事業者にも、可燃性天然ガスの噴出防止装

置の設置などが定められました。 
また、メタンは地球温暖化を引き起こす温

室効果ガスのひとつでもあります。このため、

爆発に至らずとも、そのまま大気中に排出し

ただけでも、地球温暖化防止上は望ましいこ 
 
 

 
 
 
 
 

とではありません。したがって、可燃性天然

ガス濃度の高い温泉では、これを燃料（エネ

ルギー資源）として有効活用することも検討

されています。 
 
● 環境省ホームページ 

「温泉施設での可燃性天然ガス事故を防ぐために」 

「温泉掘削での可燃性天然ガス事故を防ぐために」 

「地球温暖化防止のための温泉施設における可燃性天然

ガスの有効利用・処理ガイドブック」 

http://www.env.go.jp/nature/ 

 

保健環境研究所の取組は？ 
保健環境研究所では、温泉と一緒にゆう出

する可燃性天然ガスを現地調査したり、安全

対策のための技術的サポートを行ったりして

います。また、三重県内のメタン濃度の分析

結果をもとに、地質学的な情報をふまえなが

ら、安全な温泉利用のための基礎情報として

利用できるよう、温泉リスク評価のための研

究を進めています。 

写真１ ガス分離設備でのメタン測定 

 大きな塔のように見えるものが、温泉水に溶けて 
いるメタンを分離する設備です。この塔の排出口 

のメタン濃度を測定することによって、この設備が 

しっかりと機能しているかを点検しています。 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 

 〒512-1211 三重県四日市市桜町3684番11  TEL 059-329-3800 FAX 059-329-3004 
   E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hokan@pref.mie.jp   ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.hokan.pref.mie.jp/ 
     三重県感染症情報センターホームページ http://www.kenkou.pref.mie.jp/ 


